
73

【論　　文】

サミュエル・ダニエルの『ディーリア』に
おける数のシンボリズム

大　木　　　富

1. はじめに

　16世紀から 17世紀の英詩における数のシンボリズム（数秘術）の使用
に関しては、A. K. ハイヤット（ ）の『短い時の永遠の記念
碑─エドマンド・スペンサーの「祝婚歌」における数のシンボリズム』
（Short Time’s Endless Monument: The Symbolism of the Numbers in Edmund 
Spenser’s “Epithalamion,” 1960）を草分けとして、その包括的なアプローチ
は、A. ファウラー（ ）の『凱旋の形式─エリザベス朝の
詩における構造様式』（
Poetry, 1970）によってはじめて行われた。特に、エリザベス朝のソネット
連作に関しては、サミュエル・ダニエル（ ）の
『ディーリア』（Delia）を含め、T. P. ロッシュ（ ）によ
る『ペトラルカと英国ソネット連作』（Petrarch and the English Sonnet Se-
quences, 1989）が全体をほぼ網羅している。
　ダニエルのソネット連作『ディーリア』は、詩人の許可なく、その一部
である 28篇が 1591年にサー・フィリップ・シドニー（

）の『アストロフィルとステラ』（Astrophil and Stella）の初版の附
録として出版されたが、その翌年の 1592年に、ダニエル自身によって全
50篇とし、物語詩『ロザモンドの嘆き』（The Complaint of Rosamond）と併
せて出版された。同年、初版に加筆訂正を加え、ソネットの総数を全54篇
とした改訂版（両版は同一年に出版されているので、本論では以降、初版
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1592aと 版として区別する）が出され、その後も訂正し続けられ、
1594年版では全 55篇、1601年版では全 57篇、死後の 1623年全集版では
全 60篇とされた 1。このようにダニエルが改訂し続けることにこだわって
いたことから考えて、死後の、詩人自身の手が入っていないと想像される
1623年版は本論では考察の対象としない。
　しかし、繰り返し加筆訂正され続けたにもかかわらず、削除されるのは
初版1592aに収められた第24番と 版の第29及び第30番だけで、
版から新しいソネットが追加されることはあっても、第 1番から第16番ま
での位置は変わらず、初版 1592aから 1601年版まで、全 4版を通じてすべ
て番号を付して印刷されたソネットの順序が入れ換えられることはない。
従って、 版以降、中心部ないしは中心にあたるソネットはその位置
をほぼ維持されていることが分かる。翻って言えば、この事実には、ロッ
シュの指摘するように、ダニエルがソネットの配置・構成を強く意識して
いたこと、特に「中心の数秘術」の使用が窺える（ ）。「中心の数秘
術」とは、文字通り詩の中心にあたる行ないしはスタンザの位置に重視・
強調する思想や内容などを置くことで、通例、詩を求心的なシンメトリー
な構造にするものである。
　本論では、ダニエルの『ディーリア』の全 4版を通じて、「中心の数秘
術」を含め、いかに複雑かつ重層的な数のシンボリズムが駆使されている
かを解明し、それがニコラウス・クザーヌス（ ）
の哲学に基づくジョルダーノ・ブルーノ（ ）の
反対の一致（ ）の教説・観念を表象していること
を考察する。
　ダニエルは、『韻律の弁護』（A Defence of Ryme, 1603）の献辞において、
シドニーの妹でペンブルック伯爵夫人（ ）のメアリー・
ハーバート（ ）の私邸ウィルトン・ハウス（

）を「最良の学舎」であったと称している。メアリー夫人から庇護
を受けるなど、ダニエルは、彼女の私邸に集まる兄シドニーを中心とした
文人たちの集まり、いわゆるシドニー・サークルと極めて密接な関係にあっ
た。イギリスにおいて、やはりこのシドニー・サークルと深い関わりを持っ
ていたブルーノは、ロンドン滞在中『英雄的狂気』（De gli eroici furori, 1585）
等をシドニーに献じたが、数秘家でもあったブルーノによって反対の一致
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の教説は、イギリスに深く根付かされることになった（Wind 226）。F. A. 
イエイツ（ ）はシドニーのソネット連作に対するブルーノ
の影響について、「『英雄的狂気』の各詩に付されたブルーノの注解は、そ
のまま、それこそシドニー自らが施した、ソネット連作の隠された意味に
関する注釈となるとは言えないが、極めて重要かつ有用な手引き・指標と
して用いることができる」（“ ” 200）と述べている。シ
ドニー・サークルを通してダニエルに与えられたと思われるブルーノの影
響を考えると、この評言は、文字通りダニエルの詩にあてはまると言える
だろう。

2. 神話の数のシンボリズム

　古来、数50は多くの神話において、特に概数として用いられてきた数の
象徴である。ロッシュは、シドニーのソネット連作と同じように、『ディー
リア』の初版 1592aのソネットの総数 50が、この詩集の背後にある、サブ
テクストとしての神話の枠組みを示唆していると指摘する（ ）。
　シドニーのソネット連作『アストロフィルとステラ』は全部で 108篇の
ソネットと、全 11個、総スタンザ数 108から成るソングで構成されるが、
以下、ファウラーが指摘するように、このソネットの総数及びソングの総
スタンザ数 108はソネット集の構造的枠組みとなっている（ ）。『ア
ストロフィルとステラ』のステラのモデルは、リッチ ( )卿の妻となっ
ていたペネロピ・デヴァルー（ ）であり、シ
ドニーは、ホメーロス（ /800 BC）2の『オデュッセイア』
（Odysseia）に登場する同名の女性ペーネロペー（ ）のイメージを
ステラに重ね合わせた。ホメーロスのペーネロペーは、オデュッセウス
（ ）の帰還を待つ 20年の間求婚者たちを寄せ付けず、貞節を貫い
た貞淑なる既婚女性の典型である。ペーネロペーに言い寄る求婚者たちは
総勢 108人で、石を用いた一種の球技をして念願の叶うのを待ったのであ
る。この球技は、テサロニケ（ ）の主教エウスタティオス
（ /96）の『オデュッセイア』註解をサー・トマス・ブ
ラウン（ ）が要約して伝えるところによれば、
中央に「ペーネロペーの石」と名付けた石を置き、その両側に 54個ずつ、
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ちょうど人数分の石を配置し、見事に中央の「ペーネロペーの石」を打ち
当てた者が勝者としてペーネロペーを獲得する権利を得るというものであっ
た（ ）。ファウラーは、ソネットの総数 108が、こ
の求婚者たちに相当し、アストロフィルのステラへの愛を象徴するととも
に、「ペーネロペーの石」にあたる109番目のソネットの欠如は、アストロ
フィルの叶わぬ恋を表象し、ステラの貞節をも示唆すると指摘する。この
一見難解に思われるような数のシンボリズムが、少なくともエドマンド・
スペンサー（ ）などの詩人たちに十分理解されて
いた証拠として、スペンサーがシドニーの死を悼む悲歌『アストロフェル』
（Astrophel, 1595）の総詩行数を 108の 2倍の 216行としたことなどをあげ
ている。
　上記のファウラーの論考を踏まえ 3、ロッシュは、ダニエルがシドニーに
想を得て、『ディーリア』初版 1592aのソネットの総数 50に、サブテクス
トとして、アルゴス（ ）王のダナオス（ ）の 50人の娘たち、
すなわちダナイデス（ ）の神話の枠組みを象徴させていると指摘
する（ ）。ギリシャ神話によれば、ダナオスは、その双子の兄弟で、
エジプト王のアイギュプトス（ ）と争いとなり、追ってきたアイ
ギュプトスの 50人の息子と 50人のダナイデスをやむなく結婚させること
になった。しかし、ダナオスは、娘たちに短剣を渡し、新婚初夜にそれぞ
れの夫たちを殺させた。その後、夫を殺した娘たちは冥府で穴の開いた容
器に水を満たす永劫の罰に服することになる。
　ロッシュは、ダニエルがこの夫殺しの娘たちダナイデスに自身の名前の
語呂合わせ（ ）を絡ませ、ディーリアへの恋における語り手の自
滅への序章、叶わぬ恋の悲運を予告するものとして、連作の詩の総数を50
としていると考える。そして、その枠組みが使用されていることの第一の
論拠として、ダニエルが『ロザモンドの嘆き』において、ダナイデスの 1
人アミューモーネー（ ）に明確に言及していることをあげる。
　『ロザモンドの嘆き』は『ディーリア』の初版 1592a以来、全 4版を通じ
てそれと併せて出版されている。この詩は、実際にイングランド国王ヘン
リー2世（ ）の愛人となった名門クリフォード家の悲運の
娘ロザモンド（ ）の物語に基づいた、文
字通り、彼女の嘆きの歌である。『ロザモンドの嘆き』がソネット連作
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『ディーリア』と内容的につながりがあることは、ジョン・ロウ（ ）
がキャサリン・ダンカン=ジョーンズ（ ）による指
摘と、それを発展させたジョン・ケリガン（ ）の論考を、自
身の見解も含め、要領よくまとめてくれている（ ）。ディーリアとロ
ザモンドは、愛に対して貞潔を貫く女性と、愛に身をゆだねその運命に翻
弄される悲運の女性として、対照的な形で対を成す関係にある。初版
『ディーリア』以降各改定版の扉ページには、プロペルティウス（

）の恋愛詩の一節「若き時代をして愛の
喜びと、その後の人生の浮沈を歌わしめよ」（“ / 

”）がモットー（題銘）として掲げられており、対照を成
す2人の女性は、このモットーのもとに結びつけられている。また、『ロザ
モンドの嘆き』では、ロザモンドの亡霊が罪の浄化を望んで、彼女の悲恋
に対してディーリアが憐れみを示してくれるよう語り手に求めるという形
で、実際にディーリアへの言及がなされており、それだけでもこの 2つの
詩のつながりは歴然としている。
　この『ロザモンドの嘆き』の中心部分にあたる第 54から第 58番目の 5
つのスタンザに、国王ヘンリー2世からロザモンドに贈られる「小箱」の
蓋に描かれた 2つの神話が登場し、その 1つが、ダナオスの娘の 1人ア
ミューモーネーの物語なのである（第54から第 57スタンザ）。ギリシャ神
話によれば、アミューモーネーは父ダナオスの命で、姉妹とともに水を探
しに行く途中で 1頭の鹿に槍を投げたところ、半人半獣の森の精で、怠惰
にして淫蕩な好色漢サテュロス（ ）に当たり、彼を起こしてしまい、
陵辱されそうになった。そのとき海神ポセイドーン（ ）に救われ、
海神と交わる。それからポセイドーンは三 戟でレルネー（ ）に泉を
湧き出させた。しかし、『ロザモンドの嘆き』では、うら若き乙女であるア
ミューモーネーが海神の残酷なまでの欲望の餌食となり、強姦されたのだ
とロザモンドに語らせている。小箱に描かれたもう 1つの神話は、ゼウス
（ ）と交わり、牝牛の姿に変えられたイーオー（ ）の物語である。こ
こでもロザモンドの力点はゼウスによる強姦と、その妻の嫉妬によるイー
オーの変身と幽閉という彼女の苦難にある。ただし、対を成すソネット連
作の方では、このダナオスの娘が「死」を与える者というその本来の象徴
性を発揮するのである。
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　そこで、ロッシュは、「中心の数秘術」が『ディーリア』と『ロザモンド
の嘆き』の両者に用いられているという前提に立って、『ロザモンドの嘆
き』の中心部分において、ダナイデスに言及していることを根拠に、『ディー
リア』初版 1592aの中心部を形成する 2つのソネット第 25番と第 26番に
着目する（ ）。第25番を見ると、1行目で恋人を3つの要素「手、目、
声」（“ ”）に代表させているが、ダニエルが
典拠としているシドニーの『アストロフィルとステラ』第43番のソネット
では恋人ステラを代表する 3つの要素は「目、唇、胸」（“

”）（1）である。ここで「唇」を「手」に交換していること
が、次の第 26番での「手」の強調の伏線となっている。第 26番において、
語り手は、恋人の「目」に追われ、もっとも安全な場所であると思い、彼
の心がその中に逃げ込む「甘美な聖域」（“ ”）（3）と称
される恋人の「神聖な胸」（“ ”）（2）で殺される。ペトラ
ルカン・コンヴェンションからすれば、他所でも確認できるが、第 28番
（初版 1592a）に端的に示されているように「目で殺す」というのが常套表
現である。しかしここでは、恋人の「目」ではなく、彼女の胸の中で「彼
女の手によって」（“ ”）（14）殺される。「中心の数秘術」によっ
て「手」及び「手による死」、「目」による精神的死ではなく、「手」による
肉体的死、実際的な行動による殺人が強調されている。『ロザモンドの嘆
き』との対応関係から、語り手の「甘美な、神聖な胸の中での死」はダナ
イデスの新婚初夜の床を連想させ、第26番の恋人ディーリアの「手」に殺
人者としてのダナイデスの「手」を読み取ることができる。ロッシュはこ
の解釈を補って、第 27番の 13行目の“

”という詩句における“ ”の語の意味の含みを取り上げ、次の最
終行の「冷酷な恋人にふさわしい名前」（“ ”）とはダナイデス
であると考える。
　ロッシュの見解を補足して言えば、オウィディウス（

）の『変身物語』（Metamorphoses）の伝えるアクタイオーン
（ ）の神話に材をとった第 5番でも、月の女神ディアーナ（Diana）
になぞらえられたディーリアは、神話の通り、水つまりは侮蔑をアクタイ
オーンである語り手の顔に投げかけるが、その際わざわざ「こよなく美し
い手」（“ ”）（7）によってと付け加えている。さらに注目される
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のは、第 38番（初版 1592a）における「まっすぐに飛んでゆき、的を射損
なうことのない手」（“ ”）（10）
という表現であり、やはり、恋人は「目」ではなく、「手」で語り手を殺す
ことが強く示唆されている 4。
　確かに、ロッシュの指摘するように、シドニーの 108人の求婚者のシン
ボリズムと同様に、初版 1592aのソネットの総数50は、ダナイデス、叶わ
ぬ恋、恋人の貞節を数的に象徴する機能を果たすと同時に、語り手のディー
リアへの思い、またディーリア自体を象徴している。しかし、神話に則し
て正確に言えば、ダナイデスの内の49人は夫を殺害するが、ただ 1人ヒュ
ペルムネーストラー（ ）だけは実行しなかった。ロッシュは
この 1人の例外を問題としていないが、この 50のシンボリズムは 50=49
（死）+1（生）という形で、死と生を象徴していることになる。49の伝統
的象徴としての意味は「肉体の危機」（肉体的死）である（ ）。つ
まり、ここで用いられるダナイデスの50は、語り手としては、死の苦しみ
の中で、いわば死にながら生きていることを、ディーリアとしては、彼女
が完全なる殺人者、貞潔を貫くディアーナという単一の存在ではなく、他
の側面を併せもつ女性であることを暗示する。
　この『ディーリア』の初版 1592aにおけるダナイデスの数 50の暗示する
意味は、直接的ないしは間接的な形で50の象徴として用いられている3つ
の神話の分析を通して理解される。

3. 数 50のシンボリズム

　上に言及したように、『ディーリア』の第5番はアクタイオーンの物語を
題材としているが、このソネットも明らかに数50のシンボリズムを表して
おり、さらなる、それも極めて重要なサブテクストとなっている。ギリシャ
神話のアクタイオーンは、狩猟の女神ディアーナの裸身を覗き見たために、
1頭の鹿に変えられてしまい、自らが連れていた 50頭の猟犬に食い裂かれ
てしまう。ダナイデスと同じく、このアクタイオーンの物語も数50で象徴
される。
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Diana

’

’

 (“ ” Poems 13)

このソネットは、後述するソネット第28番と同様に、イエイツがダニエル
に対するブルーノの影響、「エンブレム的奇想」の詩法の使用を示唆する詩
の 1つである（“ ” ）。ブルーノの『英雄的狂気』
は、それぞれ 5つの対話から成る 2部構成で、各部各節では、ラテン語に
よるモットーを添えられた、散文によって描写されるエンブレムが提示さ
れ、それに続いて大抵はペトラルカン・コンヴェンションを用いたソネッ
ト形式の詩が登場し、最後にその詩に対する注解が来るという形で構成さ
れている。『英雄的狂気』第 1部第 4対話第 1節に、ダニエルと同じく、ア
クタイオーンの変身の神話を題材とした詩があげられている。この詩に関
するブルーノ自身の解釈によれば、狩人アクタイオーンは、「神的知恵」、
「神的な美」を把握しようとする知性を意味し、彼が、自身の思いを表す猟
犬に食い尽くされる意味は、五感に縛られた感覚的な生を終え、知性的生
を始めるということになる（ ）。この物語は、五感による認識か
らの解放、すなわち死という絶え間ない感覚・感情の苦しみを通して、知
性による真理の理解に生きるという「英雄的狂気」としての「生」を表し
ているのである。その生とは、「死を生きる」という対立の一致としての生
であり、その生が求める真理・神性も対立の一致としての存在である。と
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いうのも、苦しみがなければ、喜びがないように、すべては対立において
成立しており、その 2つの極限の対立が一致するところに真の 1つの本質
が存在するからである（ ）。
　『ディーリア』の第 5番においても、50頭の猟犬は、12行目にあるよう
に、ブルーノと同様「私の思い」を象徴し、その「思い」が与える死は、
愛における語り手の五感の死としての苦しみと同時に、感覚的認識からの
解放を象徴し、五感のみでは認識できないディーリアを示唆する。数50は
5の 10倍であり、倍加による数の強調の伝統から、5の強調数と解釈され
るとともに、5は五感を象徴する数である。語や内容をそれが書かれる数
的位置に象徴させるというのは、数秘術で常套的に用いられる方法である。
ここではソネットの序数がその機能を果たし、上記の50頭の猟犬の象徴と
しての意味は数 5に収斂されることになる。
　このアクタイオーンは『英雄的狂気』で幾度となく登場する表象である
が、『ディーリア』においても （心・心情）と （牡鹿）の掛詞は頻
出する。前後するが、先に見た第26番でダナイデスとしてのディーリアの
目に追われる語り手の「心」も「鹿」との掛詞となっていたのであり、第
5番を通して見れば、ダナイデスとアクタイオーンの 2つの神話が重ねら
れていることが分かる。この狩られる鹿の苦悩は、「死を生きる」という対
立の一致としての生の苦悩であり、その愛の対象である恋人ディーリアも
対立の一致としての存在である。
　この対立の一致は、間接的な形で用いられている女神テティス（ ）
とヒュドラー（ ）の 2つの神話の表す数 50のシンボリズムによって
補完されている。第18番（初版1592a）で言及される海の女神テティスは、
古来より「白銀の足をした女神」と呼ばれ、絶世の美を誇る海の美女神で
あり、母へーラー（ ）から生来の障害のために疎まれて、天から投げ
落とされたヘーパイストス（ ）をかくまい、息子アキレウス
（ ）を不死身にするべく奔走するなど並々ならぬ母性を示す。
　テティスと数50との関連は、この女神が、海神ネーレウス（ ）と、
オーケアノス（ ）の娘ドーリス（ ）との間に生まれた 50人の
娘たちネーレーイデス（ ）の1人であるという点である。アミュー
モーネーがダナイデスを代表するように、テティスはネーレーイデスを代
表する。ここで、恋人ディーリアの持つ特性を表す 3人の女神の 1人とし
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てテティスを引き合いに出す意味は、表層的には、確かに、ディーリアの
冷酷さをテティスの象徴する憐れみに対照させ、月の女神としての恋人
ディーリアの冷酷さを強化することにある。しかし、女神テティスがその
行き過ぎた母性のために、息子たちを不死身にしようとしてアキレウスを
除いた 6人を焼死させてしまったことを考慮すれば、女神テティスの示す
50の象徴性は、女神としての彼女の二重性・複合性を暗示し、その女神の
特性を持つとされるディーリアが対立の一致であることを示唆する。
　もう 1つは、第 16番（初版 1592a）の 9行目に現れるヒュドラーである。
この怪物は、ヘーラクレース（ ）が退治する神話上の多頭の毒蛇・
海蛇であり、その頭の数は諸説あるが、9とも、50とも言われている。頭
の内の 1つは不死身で、残りの頭は、その 1つを切り落とすごとにそこか
ら 2つの頭が再生してきたという。さらに、この怪物は、沼沢地レルネー
のアミューモーネーの泉に生息していた。このアミューモーネーの泉とは、
先述したポセイドーンが彼女のために湧き出させた泉である。第 16番で
は、繰り返し再生する「私の苦悩」（“ ”）（9）がヒュドラーの頭に
たとえられ、語り手は恋人への愛における無限の苦悩を生きていくとする。
このヒュドラーの存在はダナイデスのシンボリズムを補足する要素である
とともに、語り手の恋の苦悩を歌う 50個のソネット、「英雄的狂気」とし
ての生・愛を表象していると言えよう。
　第5番で恋人はディアーナになぞらえられるが、もともと恋人の名ディー
リアはディアーナ、アルテミス（ ）の別称であり、確かにこのソ
ネット連作の中でディーリアは月の女神にたとえられている。ダニエルが
プロペルティウスの恋愛詩の一節をモットーとして採用したことは先に見
たが、その恋愛詩の多くで中心を成す恋の対象は、キュンティア（ ）
と呼ばれる女性である。このキュンティアという名も、アルテミスの別名
であり、当初から恋人ディーリアは月の女神ディアーナのイメージを付与
されていたのである。しかし、数50を枠組みとした神話の複合・重層構造
は、取りも直さず女神の複合性、つまりはディーリアの多様性を示唆し、
その50の象徴性は数5に集約される。そして、その多様性はディアーナと
ウェヌス（ ）が一致した存在としてのディーリアという単一性に帰
結するのである 5。そのことは 版以降の版で新たに第28番目のソネッ
トとして追加される詩における複雑な数のシンボリズムを解明することで
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理解される。

4. 第 28番の数のシンボリズム

　 版以降、連作のソネットの総数を 50から 54ないしは 55に変える
ことは、一見すると初版1592aで示された数50のシンボリズムを放棄した
ように見えるが、50の象徴性は 5のシンボリズムとして、より昇華された
数のシンボリズムの枠組みの中で展開することになる。
　ロッシュは、50から 54への総数の変更に関して、シドニーが『アスト
ロフィルとステラ』に用いた108の数のシンボリズムの示す「ペーネロペー
の石」のシンボリズムをそのまま採用し、ダナイデスの神話を放棄したと
考える（ ）。恋人ステラの貞節と求愛者アストロフィルの叶わぬ恋を
象徴する108の半分にあたる54は、108が109に象徴される「ペーネロペー
の石」の欠如を示したように、左右どちらからも55番目にあたり、中央に
位置する「ペーネロペーの石」の欠如、つまり 55でないことが、叶わぬ
恋・恋人の貞節を象徴する機能を果たすとする。これに関連させて、ロッ
シュは、54から 55へ変更することは、「ペーネロペーの石」を追加するこ
とであるが、それは語り手の恋の成就ではなく、叶わぬ恋が詩の形でのみ
成就すること、すなわち恋人の貞節の完全性と、ペトラルカン・コンヴェ
ンションとしての「詩による恋人の永遠化」を、完全数55によって幾何学
的に表象しているとする（ ）。ピュタゴラス派の数論からすると、数
55は 1から 10までを順に加算していった合計として、底辺を 10とする三
角形・ピラミッドを形成する完全数である（55=1+2+3+4+5+6+7+8+9+10）。
ファウラーは、シェイクピア（ ）が、同じ
三角数 153（1から 17までの合計）のシンボリズムを用いて、『ソネット
集』（Sonnets, 1609）を三角形に構成することで、愛する青年の永遠化を
行っていることを解明して見せたが（ ）、ロッシュは、シェイクスピ
アの先例を『ディーリア』1594年版に認めている。
　しかし、「中心の数秘術」の観点からすると、どちらの総数の場合も、中
心ないし中心部は第 28番のソネットにある。数 28も 55と同様に完全性を
表す三角数であり（28=1+2+3+4+5+6+7）、約数の合計がその数字自体とな
る完全数（28=1+2+4+7+14）でもある。特に、総数 55の場合は、第 28番
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を中心として、その前後に27個ずつソネットが存在することになり、その
シンメトリーな構造から「中心の数秘術」が明確化され、28が中心である
ことが強く示唆されている。
　このように、連作の中心部分ないしはまさしく中心となるソネット第28
番は、初版 1592aでは登場せず、 版と 1594年版で 28番目に、1601
年版では 30番目に位置する。先述したように、イエイツは、この第 28番
に、ブルーノの「目と星」の「エンブレム的奇想」の使用を認めているが、
ここでは、その奇想を用いて占星術的イメジャリーを展開している。占星
術上の数のシンボリズムからすると、序数にあたる 28は月を表すととも
に、28の月宿と 28の星座を意味する数である（ ）。

Delia’s

 (“ ” Delia )

　恋人ディーリアの「目」は「光り輝く星」にたとえられる。そして、星
としての恋人が語り手へ与える影響力を語り、ディーリアは惑星なのか恒
星なのかと自問自答する。恋人ディーリアの貞節の不動・不変性からすれ
ば恒星であるが、その貞節ゆえの冷酷さからすれば、月の女神ディアーナ、
すなわち惑星である。だが、惑星としてしまえば、字義どおり貞節の不動
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性からの逸脱の意味合いが含まれてしまう。結論として、ディーリアは恒
星であって、惑星は自分の方であり、自身の「哀れな心（＝鹿）」が、ディー
リアを中心として、彼女を思って描く愛の軌道に影響力（＝苦悩）を与え
るとする。惑星としてのディーリアは、その影響力を指すと納得するわけ
である。この占星術的イメジャリーを当時の宇宙像の観点から考えてみる
と、恒星であるとされるディーリアは、黄道12宮を含めた第8番目の恒星
天に位置することになり、8で象徴され、惑星であれば 7つの天球、すな
わち七惑星の 7で象徴されることになる。数 7は、ピュタゴラス派の数の
哲学において、パッラス・アテーナー（ ）と称され、その数と
しての完全性が女神アテーナーの完璧な処女性にたとえられた（
43）。そのことからすれば、仮に惑星であったとしても、恋人の処女性・
貞節を表すことにはなる。いずれにせよ、このソネットの序数28が月を象
徴する数であることと相まって、28が三角数として7に還元されることは、
一面において、惑星としての語り手を象徴することに奉仕する。しかし、
ディーリアを恒星とし、彼女が星として与える影響力がいわば惑星である
とすることは、ディーリアが恒星でありかつ惑星、それも月であると言っ
ているに等しいという印象を与える。
　先に見たように、アクタイオーンとしての語り手を鹿に変えたのは月の
女神ディアーナにたとえられるディーリアであり、その名の通りディーリ
アは惑星としての月であった。同じように占星術的イメジャリーの登場す
る 1594年版の第 43番（初版 1592aでは第 40番、 版では第 44番）で
は、明白に、潮の満ち引きを起こす惑星である「月」を恋人ディーリアに
重ねており、第1行目の恋人への呼びかけ「私のディーリア」（“My Delia”）
は、初版1592a及び 版では「私の女神キュンティア」（“My Cynthia”）
とされている。しかし、既に 50のシンボリズムの分析で確認したように、
女神として月であるディーリアの多様性・複合性は 5で象徴されていた。
つまり、ここで、占星術的イメジャリーを背景として、それまで 5で象徴
されていたディーリアを、さらに恒星にたとえて 8で象徴することで、数
8と5の伝統的象徴としての共通性を軸として、恋人を表す数5に元来それ
が持つ伝統的意味の 1つであるウェヌスを結合させているのである。数の
シンボリズムの伝統から、数と星の関係を見てみると、5は五 星を指し、
愛の神イシュタル（ ）、ウェヌス、聖母マリア、金星を象徴する。ま
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た、8は八 星を指し、広く知られた賛歌「アヴェ・マリス・ステラ（祝
されよ、海の星）」（ ）にあるように「海の星」と呼ばれる
聖母マリアを象徴する。
　エドガー・ヴィント（ ）は、ルネッサンス期の芸術作品に対
するフィチーノ（ ）及びピコ（

）を祖として発展させられた新プラトン神学（オルフェ
ウス神学）の影響を論じ、作品に描かれる女神の重層・複合性を指摘すると
ともに、いかに反対の一致の観念が反映されているかを考察している。そ
の中で、ヴィントは、反対の一致・女神の複合性が表現されている一例と
して、シドニー・サークルとの関係からダニエルに影響を与えたと考えら
れるスペンサーの『羊飼の暦』（The Shepheardes Calender, 1579）の「4月」
（Aprill）に付けられた「寓意」（ ）に対する「註解」（ ）をあ
げている（78）。そこで、スペンサーは、ウェルギリウス（

）の『アエネーイス』（Aeneis）からとったイメジャリーで
あると述べた上で、「ディアーナの侍女の姿をして現れた母ウェヌス」（“

”）
（84）として、イライザ（ ）、すなわち女王エリザベス 1世（

）をディアーナ=ウェヌスの姿で描き、称えている 6。 
　そのように、 版以降追加される第 28番で、ダニエルは、星にたと
えられる恋人ディーリアにおいて、「愛」、言い換えれば「快楽」を表象す
るウェヌス（金星）が、ウェヌスと対照をなして貞節を象徴するディアー
ナ（月）と結合している。つまりは彼女が対立の一致としての存在である
ことを、五 星と八 星がともに聖母マリアの象徴であることを巧みに利
用し、数 5の重層的シンボリズムを成立させることで表象・示唆している
のである。そして、その対立の一致としての恋人の完全性を、ピュタゴラ
ス派の数論において、三角数としても、また約数の合計がその数自体とな
る数としても完全性を表す28をソネットの序数とし、詩の枠組みに反映さ
せているのである。
　上記の視座から、前に戻って『ディーリア』第6番に注目すると、「貞節
と美は、宿敵同士であったが、／彼女の額のうちでは友として和解し住ん
でいる」（“ /

”） ( )とあるように、ディーリアにおいて「貞節」
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と「美」が和解しているとされる。これは、ティリー（ ）
編纂の諺事典にも掲載されている当時の慣用表現を下敷きにしている（
35）。美は貞節を快楽へと向かわせるが、貞節が美を貞女とはすることは
できないという当時の通念を利用して、表層的には恋人の完全性の賞賛を
表している。しかしながら、翻って言えば、ここには「額」に代表させた
「美」を中項として快楽と貞節の対立の一致が示唆されていると言えよう。
この第 6番に関して、イネス（ ）は宗教的イメジャリーの使用を
指摘している（61）。語り手は、恋人を 8行目で「地上にあっては神々し
く、天上にあっては聖者」（“ ’ ”）であ
ると表現する。これは、第 1番で「甘美なるおとめ」（“ ”）（13）
という聖母マリアの処女性を主張するために、中世においてマリアに関し
て語るとき常に用いられた表現で恋人に呼びかけていることと相まって、
ディーリアに聖母マリアのイメージが重なる。
　このディアーナとウェヌスという反対の一致としての恋人を求めること
は同時に、反対の一致としての生を生きることになる。語り手は、第 9番
で、「生きながらの死を生きることが愛ならば」（“

”）（13）、自身は恋をしているのであり、だからこんなにも苦し
いのだとし、第24番（初版1592aでは第23番）で「私は苦悩を愛する、そ
の原因であるお方がそれほどのものだから」（“ ’

”）（11）と言う。対立の一致としてのディーリアを愛するという文
脈の中に、それらの言葉を置いてみると、『英雄的狂気』第 1部第 2対話第
2節における、「神的な美」、「神的知恵」を求める知性は「生きながらの死
の中で死にゆく生を生きる」（“ ”）（ ）の
であるというブルーノの言葉と呼応しているように響いてくる。実は、こ
の第28番にイエイツがその使用を指摘したブルーノの「目と星」のエンブ
レムには「死と生」（ ）というモットーが添えられていたの
である（ ）。「生きながらの死」も「凍てつく火」などと同
様にペトラルカン・コンヴェンションであり、ペトラルカ流のソネットに
おいて、このような撞着語法は、語り手が愛を寄せる既婚の女性への叶わ
ぬ恋を語るために機能し、愛する恋人の貞節の完全性の賛美と、その恋人
の永遠化に奉仕する。しかし、ブルーノが自身の反対の一致の教説を語る
のに、このコンヴェンションを利用したように、ダニエルの言う「生きな
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がらの死」としての愛、その対象である恋人も反対の一致を表していると
考えられる。
　ただし、第28番のソネットは、1594年版に2つのソネットを追加し、ソ
ネットの総数を 57に改定した 1601年版では第 30番になる 7。総数 57は、
57=28+1+28であり、やはり三角数28が2つ現出し、中心は第29番となる
ものの、55の場合と同様にしっかりとした「中心の数秘術」による構成は
維持される。ソネットの序数ではなく、連作の構造面において数28の象徴
性は発揮されているのである。そして、数のシンボリズムを解釈する上で
伝統的に用いられてきた分析法である「各桁の総和による方法」からする
と、57は 5+7=12となり、数 12が大きな枠組みとなっていると考えること
ができる。つまり、三角数 28が 7に還元して解釈されることから、2つの
7（＝惑星）、すなわち金星（5）と月（7）が、枠組みの数 12の象徴性であ
るコスモス、黄道 12宮という大きな円環で包み込まれ、調和しているこ
と、ディーリアの対立の一致を詩の数的構成によって示していると言えよ
う。 ヘニンガー（ ）が指摘しているように、ダニエ
ルは、『12人の女神の幻視』（The ）で、
このコスモスの調和を表す数12を用いて、幾何学的シンボリズムを織り交
ぜながら、12人の踊り手の舞踏にコスモスを象徴させている（  
Complete Works ）。

5. 数 3のシンボリズム

　第 6番目のソネットで確認したように、「貞節」（ディアーナ）と「愛」
（ウェヌス）が「美」を中項として恋人ディーリアにおいて合体していると
いうことは、端的にディーリアの三位一体のイメージを喚起させる。
　そこでまず、『ディーリア』のソネットの総数を、「各桁の総和による分
析法」から見ると、54は54=5+4=9=32となる。次に「中心の数秘術」から
すると、54は27+27、その中心部分は第27番と第28番であり、55は27+1+27
で、中心は第 28番となる。27は 27=33であり、強化された 3となるだけで
はなく、やはり「各桁の総和による方法」からも 2+7=9=32となる。つま
り、54と55のどちらの場合も3が強調されている。確かに数3は伝統的に
三位一体を象徴する数であるが、ピュタゴラス派の数論では、数 3すなわ
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ちトリアド（3つ組）は、はじめと中間と終わりを持ち、中項が他の 2つ
を結びつけ一体化すると考えられた。
　初版 1592aの総数 50の場合は、その数自体が数 3を強調してはいないも
のの、重要なテーマを詩の数的中心の位置に置くという「中心の数秘術」
の観点から見ると、反対の一致、不調和の調和（ ）として
のディーリアに三一性、三位一体のイメジャリーが付与されている。総数
50では第 24及び第 25番が中心部にあたるが、この中心部を成すソネット
の１つである第24番では、恋人は「3つの力・軍勢」（“ ”）
（12）に表象されており、先に見たように第 25番の 1行目で、恋人は 3つ
の要素に代表され、続けて 2行目で「私の心（＝鹿）の三頭政治家」（“

”）とされている。このように「中心の数秘術」によって恋
人が数的に言うと 3であることが強調されていることになる。そう考える
と、次の第26番に登場する「3年間という証拠」（“ ”）（6）
という言葉は、表面的にはディーリアに対する語り手の恋愛の期間を示唆
しているに過ぎないと想像されるが、これもまたディーリアの三一性を暗
示しているように思われてくる。中心の１つである第 24番は 1594年版以
降削除されるが、中心の位置を失う第25番の存在は、後述するように循環
数 5のシンボリズムによって照射され続けることになる。
　また、先に触れたテテュスの神話のシンボリズムが登場する第18番（総
数 55の場合は第 19番）のソネットでは、恋人の有する特性をそれぞれの
代表者に返しなさいと言う形で、全部で 12の特性があげられる。その内、
女神と関連した特性は、テティスと、キュテレイア（ ）、アウロー
ラ（ ）の3人である。キュテレイアとはアフロディーテー（ ）、
ウェヌスの別名であり、9行目では実際にウェヌスと言い換えられている。
ここにも女神としての恋人ディーリアの複合性、言い換えれば三一性を読
み取ることができる。ヴィントも言及しているように、ブルーノは 『英雄
的狂気』第 1部第 5対話 11節において伝統的な「パリスの審判」の譬えを
用いて、女神の三一性を通して対立の一致としての神性を説明している
（ ）。黄金のリンゴという完全なる美の象徴を
求めて競う、ウェヌス、ミネルウァ（ ）、ユーノー（ ）の対立
は、不調和の調和、つまりは対立の一致を暗示しているのである。神的な
真なる対象とは、その単一性のもとに、美のすべての要素を持っており、
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そこに「尺度」というものは存在しないのである。3人の女神は、3種類の
美それぞれの完全性を示しているが故に必然的に対立するが、それは 3つ
の本質があるのではなく、その3つの対局のもとに、つまりは対立の一致・
調和において１つの本質として真の完全性が存在するのである。
　このパリスの審判は、結果としてトロイア戦争の引き金となるが、『ディー
リア』にもトロイア戦争を題材としたソネットが存在する。第39番（初版
1592a）で、語り手は自身の愛の苦悩の歌をホメーロスの『イーリアス』
（Ilias）に比している。ただし、ここでは、ダニエルの詩選集を共同編纂し
たヒラーとグローヴズが指摘するように、恋人ディーリアをたとえる 2つ
のメタファーが融合されている（ Selected Poetry 50）。1つはトロイ
ア戦争の直接的原因である絶世の美女ヘレネー（ ）であり、もう1つ
は、ローマ皇帝ネロ（ ）で
ある。スエートーニウス（ ）の『ロー
マ皇帝伝』（ ）第 6巻第 38章の伝えるところによれば、ネ
ロは、炎上するローマを「塔」の上から眺め、その光景をトロイの炎上の
情景に重ね、トロイアの略奪を歌う自作の詩を吟じたという。この 2人の
人物のイメージをディーリアに重ね合わせた意味は、表層的には、ディー
リアの持つ美と、ネロの残忍さにも比肩するほどの冷酷なまでに完全な貞
節を表すことである。しかし、ヘレネーは恋多き女性で、ネロは周知のご
とく淫蕩を象徴する存在であり、やはりディーリアにおける対立の一致が
暗示されていると言える。因みに、ホメーロスの『イーリアス』では、友
の死に対するアキレウスの「怒り」を統一テーマとして、トロイア戦争の
最後の約 50日間における出来事が展開される。50日間の物語という点か
ら50が『イーリアス』を象徴するとすれば、ここに極めて間接的ではある
が現出する 50は、ネロ=ディーリアが歌うもう 1つの『イーリアス』とし
て連作『ディーリア』を表象することにもなるだろう。
　上述したディーリアの三一性は、それを示唆する『ディーリア』の第 24
番と第 25番が初版 1592aにおいて「円環」を構成することで、その図形が
表す完全性によって補完されることになる。
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6. 「円環詩」による数のシンボリズム

　「球」ないし「円」（総称して円環と呼ぶ）は、古来より、完全性、神の
象徴であった。ここで言う「円環詩」とは、先行するスタンザの最終行が、
次のスタンザの第１行目となっている、あるいはスタンザ内で同一の語
（句）や脚韻などが最初と最後で繰り返される形となっている、またスタン
ザ同士が内容的に呼応し合っているものを指す。その意味での「円環詩」
が『ディーリア』の初版 1592aと 版では、4つ、1594年版と 1601年
版では 3つ存在する。この円環の象徴は、上に見たような三角数の象徴と
ともに、幾何学的なシンボリズムを展開する。数のシンボリズムの伝統か
らすれば、ピュタゴラス派の数論において、もともと数は幾何学的図形に
対応するものであった。
　本論で考察の対象としている全4版で共通している「円環詩」としては、
第 9番と第 10番がつくる「円環」と、第 31から第 35番（初版 1592a以外
の 3版では古い順に、第 35から第 39番、第 34から第 38番、第 36から第
40番）がつくる「円環」の 2つがあげられる。
　前者の場合、第10番と円環を形成する第9番は、まずそれ自体が円環を
形成する。第 1行目の “ ” の仮定に対
して、最終行が “ ” と答える形で結
びつき、脚韻語が同一であることを含めて円環を構成する。これは序数 9
の循環数としてのシンボリズムである円・球と呼応して、数 9が強調され
ていることを示唆する。循環数とは、数 5や 6のように、累乗すると、下
一桁目にその基数自体が繰り返される数のことであり（5、25、125など）、
円運動や循環運動を表すものと考えられ、円・球の図形に対応する。9も、
何回累乗しても、何度他の数と掛け合わせても、その結果として得られた
数の各桁の総和が 9となることから（81=8+1=9など）、数 5や 6と同様に
循環数と考えられた。また、伝統的な数の象徴である9は、天使の位階、9
つの天球など多義でかつ重要な意味を持つ。ダンテ（
1321）は、この 9に天界の反映である恋人ベアトリーチェ（ ）を象
徴させたことは周知の事実であるが、ブルーノは、9が事物全体を支配し、
それに形式を与える完全性を表す数であるとした（ ）。そして、『英
雄的狂気』の巻末に、「狂気」という点で 1つに一致する、9段階の盲目の
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愛を語る全 9スタンザから成る「円環詩」を置き、反対の一致の哲学を象
徴させた（ ）。
　先に見たように、『ディーリア』第9番の「円環詩」で、語り手は、愛と
は「生きながらの死を生きること」だと定義する。その序数自体が循環数
として象徴・対応する図形である円環で、詩そのものが構成されるという、
いわば2重に強調される第9番は、9が3の自乗であり、数の伝統的解釈か
ら3に還元されることで、第3番へと注意を差し向けることを要求する。そ
の第 3番で、語り手は自分と同じように恋の苦しみを知らない者には、現
在の自分の気持ちは分かるものではないという内容を表層として、愛にお
ける盲目の意味を伝える。語り手の愛の苦しみは、「心動かぬ者」の「感じ
ない目」には、「逸脱しているもの」（“ ”）（7）とだけ映る。語
り手と同様に「逸脱している」状態にあって、盲目となっている者だけが
それと分かる苦しみとは、死としての現状からの逸脱、五感からの解放に
ともなう苦しみを指す。ブルーノによれば、アクタイオーンに代表される
真なる美、絶対的真理の把握を目指す者は、五感の認識に縛られた盲目な
大衆から、それこそ狂った盲目なものとされる愛という神を選択するので
ある（ ）。この盲目の愛は、ブルーノが「円環詩」に象徴させた
「英雄的狂気」として 1つに集約される 9つの愛に近い。
　さらに、それ自体が円環である第9番が、第 10番と円環を構成すること
で9は10と結びつけられ、10が表す完全性によって逸脱（狂気）としての
盲目の愛と、その対象である対立の一致としての恋人が象徴されることに
なる。
　次に、後者の 5つのソネットがつくる「円環詩」であるが、そこで展開
される詩のテーマは、「カルペ・ディエム（ ）」（その日を掴め）
である。ルネッサンス期に頻出するこのモットーは、老いる前に、楽しめ
るうちに若さを謳歌しろという「快楽主義」への勧誘を通常意味する。こ
の「円環詩」が5つのソネットで構成されていることは、先に言及した『ロ
ザモンドの嘆き』に登場する、アミューモーネーとイーオーの神話が描か
れた「小箱」に関するソネット群が 5つのソネットで形成されていたこと
と共通する。この 2人はともに、恋人ディーリアの貞節・処女性という点
と比較すると、簡略化して言えば、ウェヌス、愛、五感の側にある。ディー
リアへの「カルペ・ディエム」の呼びかけも、「小箱」に描かれている神話
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の物語も、そのテーマである五感が数 5で象徴されている。ただし、少な
くとも『ディーリア』においては、この数 5が円環を構成することで、五
感が円環の図形の象徴性である完全性に包含され、五感の調和、言い換え
れば反対の一致が幾何学的シンボリズムによって示唆されていると言えよ
う。
　ただし、初版 1592aないし 版の場合には、第 24番と第 25番が先
行する連の最終行を次の連の1行目で繰り返す形で結合し、「円環詩」を形
成している（1594年版と 1601年版の場合は、第 24番が削除される）。総
数 50の場合、この「円環詩」は全体の中心部（第 25番と第 26番）の 1つ
を含み、「中心の数秘術」を強化する役割を果たしていると考えられる。一
方、総数 54の場合は、新たに 4つのソネットを加え、詩の中心部を新しく
組み込まれた第 27番と第 28番に移動させたものの、そのまま、旧版の順
序通り第24番と第25番を同じ位置に置き、「円環詩」のままとすることで
強調された 25が、循環数 5の展開であることを喚起させ、第 5番の内容を
特に第 25番に重ね合わせて読むように促している。
　以上に加えて、実はソネット連作自体が「円環詩」を作り出しているの
である。全 4版すべてにおいて（1623年全集版でも）、当然序数は異なる
ものの、語句の修正が一切施されない最初のソネットと最終のソネットは、
内容的に照応する。語り手は、第 1番の最終行を「愛をすべて明らかに示
すことができる者は、浅くしか愛していないのだ」（“

”）とはじめて、最終スタンザの最終行を「これ以
上はもう言うまい、言い過ぎたようだから」（“

”）と結んでいる。この初版 1592aの 2行は、版が変わっても同一
であり、恋人への「貢ぎ物」のイメジャリーと相まって、第 1番のソネッ
トと最終ソネットが呼応し、『ディーリア』全体が 1つの円環を構成する。
そのように『ディーリア』を 1つの円環とすることで、たとえば、ダンテ
が『神曲』（ ）を全 100歌で構成し、ピュタゴラス派の
数論で円の図形に対応する数 100の表す完全性で詩を象徴したように、恋
人ディーリアのみならず詩自体の完全性を担保していると言えるかもしれ
ない。
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7. おわりに

　以上、本論では、『ディーリア』における複雑かつ重層的な数のシンボリ
ズムの解明を通して、当時のイギリスにおいてもブルーノを介して一般化
していた反対の一致の教説・観念が同連作にいかに反映されているかを見
てきた。その際にも言及したが、『ディーリア』と対照的な形で対を成す
『ロザモンドの嘆き』においても、たとえば、「小箱」に描かれた神話の物
語に関するスタンザ群が数5のシンボリズム（五感）を表しているように、
入念に考え抜かれた数のシンボリズムが駆使されていると考えられる。
『ディーリア』のソネットの総数と同様に、『ロザモンドの嘆き』のスタン
ザの総数も、初版 1592aと 版は 106で同一、1594年版は 129、1601
年版では130というように版によって改定されている。ロッシュは、「中心
の数秘術」の観点から、『ロザモンドの嘆き』の構造に関して、49、63、81
というそれぞれ肉体的及び精神的危機を表す伝統的な数のシンボリズムの
使用を指摘している（ ）。本論では言及しなかったが、『ディーリア』
と『ロザモンドの嘆き』の間には両者の連結役を果たしていると考えられ
る、1連 6行、全 4スタンザ、総計 24行から成るオードが挿入されている。
詩集の扉ページの「若き時代をして愛の喜びと、その後の人生の浮沈を歌
わしめよ」のモットーを反映しているかのように、内容は自然の季節の流
れと対比して、語り手自身の愛とその苦悩を語る。その内容を受けて、総
スタンザ数4が四季を象徴し、第2スタンザの第3行目、最初から数えて9
行目の「昼と夜をどちらも同じ長さにして」（“

”）が総詩行数に昼夜の24時間の意味のあることを暗示するとともに、
3が時間の 3つの様態（過去・現在・未来）を、9がキリストの死の時刻を
それぞれ示唆する数であることを考慮すると、このオードには大きな枠組
みとして「時間の数のシンボリズム」の使用が窺われる。このオードをい
わば中項として、ソネット連作と物語詩は結合している。従って、内容面
において対照的な形で対を成す『ディーリア』と『ロザモンドの嘆き』が
オードを含め、スペンサーの『アモレッティ』（Amoretti, 1595）と『祝婚
歌』（Epithalamion, 1595）の場合と同様に、数のシンボリズムの次元でど
のような対応・相関関係を示しているかを確認・解明する必要がある。
『ディーリア』は、『ロザモンドの嘆き』と併せて一冊の詩集とされること
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で、言うなれば形の上でも反対の一致を具象化しているとも言えよう。

注
 1.  ダニエルの『ディーリア』のテキストに関しては、初版1592aは同版に基

づくスプレイグ（ ）版に、1594年版は同版に基づくエ
ヴァンズ（ ）版に、1601年版は1623年全集版に基づくグロ
サート（ ）版にそれぞれ拠った。 版に関しては、
同版に基づくテキストが出版されていないことから、エヴァンズ版とグロ
サート版を中心に、全4版におけるテキストの異同についてまとめて言及
しているヒラー（ ）とグローヴス（ ）の共
同編纂版も参照しながら、テキストとした。なお、『ロザモンドの嘆き』に
関してはスプレイグ版に拠った。日本語訳に関しては、大塚定徳他訳がス
プレイグ版を、大塚定徳・村里好俊訳がエヴァンズ版を、岩崎宗治訳が初
版1592aのファクシミリ版をそれぞれ底本とした翻訳であり、訳出にあたっ
ては、上記の各訳を参照かつ使用し、一部変更を加えた。

 2.  ギリシャ語名及びラテン語名の日本語表記は、松原國師『西洋古典学事典』
に拠った。

 3.  さらに、ロッシュは、ソネットにソングを加えた全体の総数119を問題と
し、この数は、トロイア戦争後のオデュッセウスの放浪の10年、月の数に
して120ヶ月を象徴すると考える。そして、120に1足りないことは、アス
トロフィルが、忍耐強く苦難の中でも貞節を守り、首尾良く貞淑な妻の元
に帰還する慎重なオデュッセウスとは正反対の存在であることを示唆して
いると指摘する（202, 236）。

 4.  たとえば、『英雄的狂気』と同様にシドニーに献呈された『傲れる野獣の追
放』（Spaccio de la bestia trionfante, 1584）において、「手」を知性とともに
獣と人間を区別する特性であるとし（ ）、また『天馬のカバラ』
（ , 1585）において「器官の中の器官」（“

”）（ ）と賛美するなど、ブルーノは、「手」を重視した。
『ディーリア』における「手」の重視は、ダナイデスの象徴以外にも、性愛
のニュアンスを持ってはいるが、ブルーノとの親近性を強く意識させる。

 5.  因みに、ジェフリー・チョーサー（ ）が英詩
に取り入れた「ライム・ロイヤル」とは、弱強5歩格7行から成る、押韻す
るスタンザ形式であり、スコットランド王ジェイムズ1世（
1437）が詩集『王の書』（The Kingis Quair ）で用いたことからその
名が付けられているが、同詩集では女神ウェヌスが数50で象徴されている
（ ）。
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 6.  スペンサーに限らず、エリザベス朝時代において、女王エリザベスはディ
アーナとして崇拝されたが、ブルーノも『英雄的狂気』の献辞において天
の太陽のごとく星々を制して一際輝きを放つ「唯一無比のディアーナ」
（“ ’ ”）（ ）として女王を称えている。

 7.  ブルーノは自身の哲学に数のシンボリズムを駆使したが、特に30という数
に「取り憑かれていた」（ Art 210）。1601年版では旧版の第28番のソ
ネットの内容の真意を、3の強調を表す数でもある序数30で象徴している
可能性もある。
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